
 

 

 

 

 

資料６ 

［前回専門家会議の懸案事項］ 
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遮水壁の耐用年数、耐震性等 

 

１.鋼管矢板遮水壁の耐用年数について 

○ 鋼管矢板遮水壁の最少板厚は９mm である。 

○ 土中に埋まっている鋼管の腐食速度は 0.02～0.03（mm／年）※ であり、市場の 

供用年数を 100 年とすると、腐食代は２～３mm 程度である。 

  よって、鋼材残りが６～７ｍｍあるため、耐久性の問題はないと考える。 

○ 鋼管矢板遮水壁貫通部の遮水性は、溶接された鋼管、隙間を埋めるためのエアミル

ク及び周囲を覆う防護コンクリートによって確保されている。 

鋼管、コンクリート及びエアミルクについては、100 年超の耐用年数を有しており、 

耐久性に問題はないと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「港湾の施設の技術上の基準・同解説（平成 19 年 7 月）（社）日本港湾協会」より抜粋 

 

２．鋼管矢板遮水壁の耐震性および継手部の遮水性に関して 

○ 鋼管矢板遮水壁は土中に埋まっているため、地震時は土と一緒に挙動する。 

 よって、地震時に鋼管矢板遮水壁に断面力が発生しないため、耐震性および継手部の

遮水性に関しては問題ないと考える。 
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３．維持管理に関して 

○ 鋼管矢板遮水壁は、耐久性能、耐震性能および透水性能があるため、維持管理は基

本的に不要と考える。 

 

（ 参考 ） 

補修の一例として、万が一、修復あるいは補修を行う必要が生じた場合は。継手背

面を不透水性材料などにより固化する方法がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
「廃棄物海面処分場の施工要領（案）平成 21 年 3月（社）日本埋設浚渫協会」より抜粋 
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○鋼管矢板遮水壁 

遮水壁貫通部 

部分立面図 
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